










Artaud. Dessins et portraits, Editions Gallimard, 
Paris, 1986）に寄稿された、ジャック・デリダの











































た、アントナン・アルトー 1 の種 「々ドローイング」、
「ポートレイト・デッサン」の収められた画文集『デ
ッ サ ン と 肖 像 』（Antonin Artaud. Dessins et 




（Antonin Ar taud. Zeichnungen und Por traits, 
Schimer / Mosel, Munchen, 1986）であり、デリダ
も、ドイツ語への翻訳を想定して論考を書き起こ
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、何であるにしても
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（devant）」、「もはや～の前に







































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4
、
モティーフからモテト













































































































































































































































ように行為せよ。Handle so, daß die Maxime 
deines Willens jederzeit zugleich als Prinzip 










































































FS. Jack Derrida, forcener le subjectile, Antonin Artaud. Dessins et 







と差異（L’écriture et la différce, Édition du Seul, 1967）』の中に収
められている。一方は「息を吹き込まれた言葉（“La parole 
souffle”）」であり、もう一方は「残酷の劇場と上演の封鎖（“La 




















さえも（通称、大ガラス）（“La mariée mise a nue par ses 
































































11 Antonin Ar taud: Drawings and Por traits, The MIT Press, 
Cambride, Massachusetts, Lond, England, 2019.
12 Antonin Artaud: Zeichnungen und Portraits, Schimer/Mosel, 
Müchen, 2019.
13 「絵文字」の理解については、デリダが『グラマトロジーについ




























て は い な か っ た。 彼 ら は、 書 く 行 為 を、 そ も そ も 
iekariukedjutu つまり『線を引く…』と呼んでいた」（レヴィ＝ス
トロース「論文」『ナンビクワラ・インディアンの社会的家族的
生活』＜La vie familiale et socialle des Indiens Nambikuwara














に受け取る＝知覚する」（Hegel, Georg W F. Phänomenologie des 
Geistes（Philosophische Bibliothek）（German Edition） （p.III）. 





































































































パ ロ ー ル
声言語」について、それらの
人々の「線を引き」、「口ごもりながら話す」行為が、核心的な問
題として問われないのか、あるいはそれが核心的な問題とし
て問われ得るのか、ということがデリダによって提示される
のだろう。もしもそれらが、エスノセントリズム（民族中心主
義）的理解に閉じずに、核心的な問題として問われ得るとした
ならば、そこには、アルトーの「叫び」「引き裂き」「狂おしく奮
い立つ」「絵文字」の数々を、その原理を、本質的に理解してゆ
く上での多くの手がかりがある。その意味で、ナンビクワラ
族のエクリチュールへのアプローチは大いに手がかりとなる
はずのものなのだ。
14 前掲書、松浦寿輝氏訳による。
15 フランスラジオ放送（RDF）に依嘱され、1947年から1948年に
かけて制作されたラジオドラマ。内容の過激さのあまり当時
放送されず、実際には1986年に公開となった。
16 本論で検討してきた、「翻訳の不可能性と可能性」、「音楽として
の支持体」、そこでの「モティーフ」の存在性、「絵文字」におけ
る「絵」と「字」と「音」の「解体／構築」的な関わり合い、これら
のすべてが、デリダの「脱構築（ディコンストラクション）」の
メカニズムを如実に物語るものである。デリダの「脱構築（デ
ィコンストラクション）」を考えるときに同時に、ジル・ドゥ
ルーズの「リゾーム（多種多様態）」の在り様が思い浮かぶ。デ
リダにおける「差延（dif férance）」、ドゥルーズにおける「差異
（différance）」の比較検討がここでは重要になろう。本論で検討
したデリダの「エクリチュール（écriture）」とドゥルーズの「差
異（différance）」のになう「一義性（univocité）」との比較も大切
だ。本論で検討したようにデリダ・エクリチュールは、その
アルトー・デッサンにおける「支持体（Subjectile）」の検討と標
榜において、「解体／構築」としての「脱構築（ディコンストラク
ション）」として、やはり「持続的」なものであったように思う。
アルトーのデッサン、画面との格闘はいつ果てるともなく続
く。その持続性において「差延」なのだろう。ドゥルーズの「一
義性（univocité）」も「持続」である。しかしそれはその都度「一
＝uni」であり、それ以上でもそれ以下でもない。そしてそこに
おいて徹底的に「個（同一性）」とは異なる「一」である。本論は、
そのような視点で、「差異」と「差延」の比較と検討をさらに必要
とする。今後の研究の実現の中で、その両者への探求、相違点、
相互関係をさらに明らかにしてゆくつもりである。
